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山県学園構想 OPEN SCHOOL「山県の教育を考える日」のご案内（二次案内） 

 

時下、貴職におかれましては、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

日頃は、本市の教育活動にご指導、ご支援を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、下記のとおり、山県学園構想 OPEN SCHOOL「山県の教育を考える日」として、公開授業

及びワークショップ研修会を開催いたします。ご多用とは存じますが、多くの方に参加いただき

たく、ご案内申し上げます。 

 

記 

 

１ 開催日 

・令和８年２月１８日（水）  

 

２ 開催内容及び開催時間 

・公開授業        ９：００～１２：１５ 

山県市小中学校 ７校（合同授業・異学年学習・探究学習） 

学校 時間 内 容 

伊自良中学校 10:25-12:15 
総合的な学習の時間「種が育つ土壌づくり」 

場所：伊自良中学校 

伊自良南小学校 

伊自良北小学校 
9:00-10:25 

総合的な学習の時間「起業プロジェクト活動報告会」  

場所：伊自良南小学校 

いわ桜小学校 9:20-12:00 

「異学年集団での学び」 

算数（自由進度学習）、国語（協働的な学び）、 

生活科・総合的な学習の時間（ふるさと探究学習報告会） 

場所：いわ桜小学校 

梅原小学校 

桜尾小学校 

大桑小学校 

10:30-11:15 

 

中学年のみ 

10:30-11:40 

低学年：生活科「おもちゃづくり」場所：桜尾小体育館 

中学年：体育「合同ミニ運動会」場所：大桑小運動場 

高学年：体育「多様な動きをつくる運動」場所：梅原小運動場 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

・研修会 １４：００～１６：３０山県市立高富中学校（③のみ伊自良中学校で開催） 

番号 分科会 講師 内 容 

①  

自分で学びを 

コーディネート

する授業 

加賀市教育委員会  

事務局長 小林 湧 氏 

自由進度学習など、子ども自らが学び

をコーディネートする授業が今なぜ必要

なのか、また、これからの教員に求めら

れる視点とは何かを考えます。 

②  

子どもも教職員

もウェルビーイ

ングな成長を目

指す学校 

東京学芸大学 教育イン

キュベーション機構  

准教授 荻上 健太郎 氏 

特命助教 田﨑 智憲 氏 

子どもにとっても教職員にとっても、

ウェルビーイングな成長を目指すにはど

のような改善が必要かを探ります。 

③  
体験から探究を

深める学び 

軽井沢風越学園 

校長 岩瀬 直樹 氏 

 
一般社団法人 Subako代表理事 

山県市教育委員 

石井 まなみ 氏 

「学びたい」という気持ちが自然に生

まれる探究学習とはどのようなものか。

山県で実施している探究学習を実際に体

験しながら、探究の意義を考えます。 

④  

教育と福祉との

連携によるセー

フティネットづ

くり 

広島大学大学院人間社会

科学研究科 

准教授 松田 弥花 氏 

すべての子どもに安心・安全なセーフ

ティネットを整備するために、学校・福

祉・地域のあらゆるステークホルダーの

連携がなぜ必要なのか、またどのように

連携できるかを考えます。 

 

 

 ３ 参加費 

  ・無料 

 

４ 申込方法 

 ・下記の URLより申込ください。締切は令和８年２月９日（月）です。 

令和 7年度_オープンスクール_申込フォーム  

 

５ 問い合わせ先 

・ご不明な点などがありましたら、下記担当者までご連絡ください。 

 
 

                 

担当課 山県市教育委員会 学校教育課 担当者 
大石 章生 

赤木 亮太 

電 話 0581-22-6844 ＦＡＸ 0581-22-6851 

E-mail k-gako@city.gifu-yamagata.lg.jp 

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=wopPYoU5jUmeaXIf72_JjhAuS7hx5B9KgzmsXrOH8mFUNDBPMDVRN1kwWjZYNEpMVk9DWEo1QVJLNCQlQCN0PWcu&origin=QRCode

